
「第２６回紫灘旗全国高校遠的弓道大会監督者会議質問表」に対する回答

NO． 質問内容 回答

1

選手交代についてご質問です。監督会議次第に選手交代は4回まで、交代した選手の再出場は認め

る。内容の記載があります。

この他に「事務連絡」の《競技方法等について》の中に⑥「参加申込書に記載した立順は変更す

ることはできない。」との記載があります。

これは、

A.選手交代をせずに正メンバー間で立順を変更することはできない。

ただし、選手交代を繰り返し行った結果、参加申込書に記載の正メンバー3名出場となるが、立順

が変わることは問題ない。

B.選手交代は、結果的に申込書に記載の正メンバー3名出場となる場合には、申込書に記載した立

順とは変わらないように交代を実施すること。

のA.Bどちらの認識が正しいでしようか。

また、Bの認識が正しい場合、立の整合を合わすために一度に2名の交代申請する場合があるかと

思いますがこれは4回のうちであれば可でしようかご指導のほどよろしくお願いいたします。

選手の交代につきましては、大会要項及び事務連絡にありますとおり、

○参加登録をしている選手（４名）以外は認めない

○予選・決勝トーナメント含め、交代は４回まで出来る

○ 交代した選手の再出場は認める

○参加申込書に記載した立順は変更することができない

ことと規定しています。

上記の規定に反せず、交代を複数回行った結果、参加申込書に記載した選手３名が出場となり、

結果的に立順が変わることは問題ありません。

ただし、交代した補欠選手が一度も引くことなく再度、交代させることはできません。

（例）参加登録選手（立順１：A選手、立順２：B選手、立順３：C選手、補欠：D選手）

○認められる場合

予選１立目前に交代

選手交代届①：A→D（立順D、B、C）

予選２立目前に交代

選手交代届②：B→A（立順D、A、C）、選手交代届③：D→B（立順B、A、C）

※予選２立目での立順はB、A、Cとなり、参加申込書に記載した立順から変更となっているが、

選手交代の結果なので認められる。

×認められない場合

予選１立目と予選２立目の間で選手交代を３回行った場合

選手交代届①：A→D（立順D、B、C）、選手交代届②：B→A（立順D、A、C）、選手交代届③：

D→B（立順B、A、C）


